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８月の出来事
●時事
  1日  7月県内最大使用電力、昨年ピーク時比3割
　　　減少
  1日  日本とインドのEPAが発効
  2日  なでしこジャパンに国民栄誉賞
10日  都留フルIC供用開始
全国で熱中症患者相次ぐ

●山梨県中央会ニュース
17日  山梨県食品産業協議会通常総会
30日  組合実務講習会
26日  第2回やまなし中小企業合同就職説明会
30日  全国中央会正副専門委員会長会議
９月の予定
6、13、21日  組合実務講習会

１面　やまなし6次産業化サポートセンター開設
４・５面　旬な組合事業の取り組みを紹介
６面　音響信号による聴診システム研究

今月の見どころ

　サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、６
次

産
業
化
に
取
り
組
む
農
業
者
や
農

業
生
産
法
人
か
ら
の
多
種
多
様
な

相
談
や
専
門
的
な
支
援
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、地
域
資
源
活
用
や

農
商
工
連
携
事
業
に
お
け
る
支
援

実
績
を
持
ち
、そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
知

見
を
有
す
る
専
属
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
を

選
定
し
た
。

　プ
ラ
ン
ナ
ー
に
は
、農
産
物
の
栽

培
技
術
か
ら
農
業
全
般
の
総
合
的

知
見
を
有
す
る
専
門
家
、商
品
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
専
門
家
、農
産
物
を
活
用
し
た
商

品
・
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
レ
シ
ピ
な
ど

の
提
案
を
行
う
野
菜
ソ
ム
リ
エ
を
迎

え
た
。

　ま
た
、さ
ら
に
、専
門
的
か

つ
高
度
な
相
談
に
対
応
す
る

た
め
の
専
門
家（
サ
ポ
ー
ト

人
材
）の
効
果
的
な
活
用
と

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
連
携
に
よ

り
充
実
し
た
支
援
体
制
を

図
っ
て
い
く
。

　本
事
業
で
は
、本
年
３
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
六
次
産

業
化
法
に
基
づ
く
「
６
次
産

業
総
合
化
計
画
」
の
認
定
を

目
指
す
農
業
者
や
法
人
を
発
掘
し
、

計
画
策
定
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、第
１
次
の
認
定
事
業
者
６
法
人

（
う
ち
２
社
は
７
月
末
に
追
加
認
定
）

の
事
業
化
に
向
け
て
必
要
に
応
じ
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く
。

　な
お
、農
林
水
産
省
よ
り
６
次
産

業
総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
を
受

け
た
事
業
者
は
、計
画
実
現
に
向
け

て
数
多
く
の
充
実
し
た
補
助
金
制

度
の
活
用
と
優
遇
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
。

 

１
次
認
定
事
業
者（
山
梨
県
内
）

①
㈲
ぶ
ど
う
ば
た
け（
甲
州
市
勝

沼
）ぶ
ど
う
の
規
格
外
品
を
活
用

し
た
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
製
造
他

②
㈱
ふ
じ
さ
ん
牧
場（
富
士
吉
田
市

大
明
見
）ワ
イ
ン
ラ
ム
を
使
用
し

た
ハ
ム
、ソ
ー
セ
ー
ジ
の
製
造
他

③
㈲
マ
ル
サ
フ
ル
ー
ツ
古
屋
農
園

（
笛
吹
市
一
宮
町
）百
目
柿
を
使

用
し
た
あ
ん
ぽ
柿
・
枯
露
柿
の
製

造
他

④
㈲
夢
郷
葡
萄
研
究
所（
甲
州
市
塩

山
）ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
・
ピ
ュ
ー
レ
・

ス
モ
ー
ク
製
品
の
商
品
開
発
他

⑤
㈱
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
フ
ァ
ー
ム（
北

杜
市
須
玉
）ワ
イ
ン
ビ
ネ
ガ
ー
・

野
菜
の
漬
物
・
ド
ラ
イ
野
菜
等
の

製
造
他

⑥
㈱
Ｋ
ｉ
ｓ
ｖ
ｉ
ｎ（
甲
州
市
塩

山
）ワ
イ
ン
製
造
・
直
売
他

プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
支
援
を
ス
タ
ー
ト

プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
支
援
を
ス
タ
ー
ト

関東農政局６次産業総合推進委託事業関東農政局６次産業総合推進委託事業

やまなし6次産業化サポートセンターを開設やまなし6次産業化サポートセンターを開設
　山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、本
年
度
、農
林
水

産
省（
関
東
農
政
局
）が
公
募
し
た
６
次
産
業
総
合
推
進
委

託
事
業
の
採
択
を
受
け
、山
梨
県
内
に
お
け
る
農
業
者
、農
業

法
人
等
の
６
次
産
業
化
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
「
や
ま
な
し
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
、７
月
末
よ
り
本
格
的
な
支
援
を
開
始
し
た
。

やまなし６次産業化サポートセンター　　　山梨県中小企業団体中央会

  専門分野
・農業技術開発
・農業経営

・農業技術相談
・農業経営相談
・新規農業参入眞浦　正徳

（まうら　まさのり）

農林漁業者
各種農業法人等 相談者

6次産業化
　　プランナー

山梨6次産業化
サポートセンター

【山梨県中小企業団体中央会】
山梨県食品産業協議会
特産品市場開発チーム

サポート人材
各分野に特化した
専門家

連携先
県・市町村
公的支援機関
各種支援機関・団体
産業界/各種業界団体

各分野等専門的支援

サポート依頼・連携

相談案件
整理

相談支援

連携

「農」に関することなら何でも
ご相談ください。

  専門分野
・マーケティング
・事業計画策定
・建築設計
・デザイン
・プロモーション

・商品企画、開発
・CIデザイン、店舗開発
・プロモーション活動
・事業者マッチング鷹野　啓司 

（たかの　けいじ）

山梨の地域資源を
全国に発信して行きましょう。

  専門分野
・農業生産者と食品
企業・事業者のコー
ディネート等
・ブランド化とプロ
モーション

・地域農産物のレシ
ピ開発と加工

・売り方・食べ方・
見せ方のフードコ
ーディネート

芦澤　香苗
（あしざわ　かなえ）

農産物の一つ一つの個性を
輝かせながら大切に広めます。

6次産業化とは…
　農業者が１次産業の生産だけでなく、２次産業である食品加工、３次産業であ
る流通・販売までを総合的に行ない、農産物の高付加価値化を図ることによっ
て、農業者の安定した経営と収益の確保の実現と農業全体の活性化を目的とし
ている。
　一方で、近年、農商工連携などの取り組みが活発化していることと併せて、６
次産業化の先進的モデルを創出することで、農村部の活性化をはじめ県内の観
光産業や新たな産業の振興、創出など、地域全体への波及効果が大きく期待され
ている。

様々な地域特産品が並ぶ販売施設
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ibuki円高がどこまで進むのか、いつまで続くのか
　円
相
場
が
一
時
、１
ド
ル
75
円
台
に
急
騰
、東
日
本

大
震
災
の
３
月
17
日
に
海
外
市
場
で
つ
け
た
戦
後
最

高
値（
76
円
25
銭
）を
５
ヶ
月
ぶ
り
に
更
新
し
た
。欧

州
の
財
政
不
安
や
米
国
の
景
気
の
減
速
懸
念
が
背

景
に
あ
り
、円
高
が
長
期
化
す
る
と
の
観
測
も
出
て

い
る
。

　円
高
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、県
で
は
先
月
、地

域
経
済
対
策
協
議
会
を
開
き
、商
工
団
体
、金
融
機

関
と
対
応
を
協
議
し
た
。日
本
銀
行
甲
府
支
店
や
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど
12
団
体
か
ら
約
20
人
が

出
席
し
、会
員
企
業
・
組
合
か
ら
聞
き
取
っ
た
円
高
の

影
響
や
対
策
を
報
告
し
た
。協
議
会
開
催
時
に
は
、１

ド
ル
80
円
を
割
り
込
ん
で
２
週
間
程
度
し
か
た
っ
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、「
影
響
は
な
い
」
の
報
告
で
あ

っ
た
。し
か
し
、懸
念
さ
れ
る
の
は
円
高
が
長
期
化
し

た
場
合
に
「
為
替
差
損
が
発
生
し
、利
益
が
目
減
り

す
る
こ
と
や
、親
会
社
か
ら
部
品
の
納
入
価
格
の
引

き
下
げ
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
な
ど
不
安

の
声
が
多
か
っ
た
。ま
た
、あ
ら
か
じ
め
、先
物
為
替

予
約
を
設
定
し
た
り
、海
外
か
ら
の
部
品
の
調
達
を

増
や
し
た
り
す
る
な
ど
の
企
業
か
ら
の
対
応
策
も
報

告
さ
れ
、協
議
会
で
は
「
為
替
の
変
動
に
対
応
で
き

る
企
業
の
経
営
体
質
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
」
と

の
認
識
で
一
致
し
た
。こ
れ
を
受
け
、経
営
支
援
や
資

金
繰
り
の
相
談
を
１
カ
所
で
受
け
付
け
る
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
ィ
」
が
8
月
に
富
士
吉
田
市
、

甲
府
市
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、厳
し
い
経
営
環
境

に
置
か
れ
る
中
小
企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

し
た
。

　戦
後
最
高
値
を
記
録
し
た
「
超
円
高
」
の
長
期
化

は
避
け
ら
れ
な
い
情
勢
で
あ
り
、政
府
は
９
月
に
編

成
す
る
平
成
23
年
度
第
３
次
補
正
予
算
案
に
、企
業

を
支
援
す
る
円
高
対
策
を
盛
り
こ
む
方
向
で
検
討
を

始
め
る
よ
う
だ
が
、円
高
が
ど
こ
ま
で
進
む
の
か
、い

つ
ま
で
続
く
の
か
、不
安
で
あ
る
。
　

「平成22年度中小企業の動向」の概要
　2011年3月11日に発生した東日本大震災により、中小企業は、
津波、地震による産業基盤の壊滅、工場、店舗の損壊、原子力発電所
事故による事業活動の停止等の甚大な被害を受け、取引先の被災
による事業の停滞や消費マインドの低下、販売減少等による影響
が全国的に波及することになった。
　こうした足下の厳しい状況を踏まえ、本書においては、第1部で
最近の中小企業の動向及び震災の中小企業への影響を分析し、第
2部で震災でも改めて認識された我が国の経済社会における中小
企業の重要性を示し、第3部で我が国の経済成長を担う中小企業の
復興・発展の方向性を探ることを試みている。

  ●第1部  最近の中小企業の動向
　中小企業の業況、資金繰り、雇用など、2010年度の中小企業の
動向について分析。
▶中小企業の業況、生産は、持ち直しの動きが見られていたが、
震災の影響により大幅に悪化した。資金繰りも足下で大きく悪
化し、完全失業率も高水準で推移している。また、円高の進行
や原油価格の高騰等の先行きへのリスクがある。 
▶中小企業は、震災により、津波、地震による産業基盤の壊滅、工
場、店舗の損壊、原子力発電所事故による事業活動の停止等の
甚大な被害を受け、取引先の被災による事業の停滞や自粛、消
費マインドの低下による販売減少の影響等が全国的に波及す
ることになった。 

  ●第2部  経済社会を支える中小企業
　中小企業は、経済、社会において、どのような役割を担っているの
かを再認識するとともに、長びく景気低迷や深刻化する構造的課題
の中で、中小企業の良さをどのように維持していくのかを分析。
▶中小企業は、企業数の99.7%、雇用の約7割を占めている。中
小企業は、多くの付加価値を生み出し、サプライチェーンの中
核を担うなど、我が国の産業の基盤を支え、生活必需品の供
給者や地域コミュニティの中心として、地域の消費や社会を
支えている。震災でも、こうした中小企業の重要性が再認識さ
れた。 

▶震災による国内需要の収縮や、グローバル競争の激化等の構
造的課題が深刻化する中、展望が開けない中小企業も存在す
ることから、中小企業の事業承継、事業再生、地域密着型金融
等により、経済社会を支える中小企業の良さを守り、今後の経
済成長につなげていく必要がある。 

  ●第3部  経済成長を実現する中小企業
▶震災による厳しい状況の中で、我が国経済が持続的に成長す
るための取り組みとして、起業、転業、労働生産性の向上、国外
からの事業機会の取り込みの現状と課題について分析。
　震災により多くの中小企業が倒産、廃業する中、経済の新陳代
謝や雇用の創出のためにも、起業、転業を促進する必要があ
る。起業、転業を行う際には、資金調達、人材、販売先確保が主
な課題となるが、成功するためには、それまでの経験や人脈、販
売先の確保等の地に足の着いた取り組みが重要となる。 
▶人口減少及び少子高齢化に加え、震災後に一層高まったエネ
ルギー供給制約の中で我が国経済が持続的に成長していくた
めには、企業の労働生産性を向上させる必要がある。市場開拓
や人材育成、技術開発は、IT化、省エネ、自動化、業務工程改革
よりも、効果が実感されるまでの時間が比較的長い。このよう
な取り組みを含め、中小企業が独力で労働生産性を向上させ
ることが難しい場合もあるため、中小企業のニーズを踏まえた
効果的な支援を行っていくことが必要である。 
▶震災の影響により、大変厳しい状況が続いている中でも、今後
成長が見込まれる国外からの事業機会を取り込んでいくこと
が必要である。中小企業が国際化に成功するためには、自ら
の強みと現地市場の嗜好を把握して国際化に取り組む必要
がある。
　また、国際化に取り組んでいない中小企業でも、国外からの
財・サービスの輸入や外国企業や外資系企業との取引、外国人
観光客への財・サービスの販売・提供等により、国内にいなが
ら国外からの事業機会を取り込むことも可能である。 

※詳細については、インターネット検索で「2011中小企業白書」と
　入力し、ご覧ください。

2
0
1
1
年
度
版
中
小
企
業
白
書
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
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2011年7月 2011年7月2011年7月

データから見た業界の動き（平成23年7月分）
収益状況
2010年7月

景況感
2010年7月

売上高
2010年7月

減少
32%

不変
34%

増加
34%

悪化
34%

不変
54%

好転
12%

悪化
32%

不変
54%

好転
14%

減少
44%

不変
38%

増加
18% 悪化

36%
不変
58%

好転
6%

悪化
42% 不変

54%

好転
4%

　本県の7月の景況は、全業種のDI値が、売上高
－26（前年同月比－22）、収益状況－30（前年同
月比－8）、景況感－38（前年同月比－20）となっ
ており、業種別のDI値では製造業で、売上高－
45（前年同月比－40）、収益状況は－35（前年同
月比－25）、景況感は－45（前年同月比－45）。
非製造業で、売上高－33（前年同月比－33）、収
益状況－27（前年同月比＋3）、景況感－33（前年
同月比－3）となっている。
　全体の前年同月比は、全項目でDI値の悪化が
見られる。業種別では、製造業では全項目でDI値
の悪化、非製造業では、収益状況でわずかに3ポ
イントのDI値の回復があるが、売上高、景況感DI
値は悪化している。
　情報連絡員による県内の7月の業況報告を見
ると、製造業、非製造業ともに震災以降の急激な
業況の落ち込みから回復傾向にあるものの、依然
として厳しい経済環境が続いている。
　特に夏場に期待された売上げも、消費マインド
の低下や天候不順などの要因から、多くの業界で
低調となっている。
　また、受注、仕事量はあるものの、燃料費や材
料費の値上がりなどにより、収益に結びつかない
など、震災の影響による要因に加え、急激な円高
による様々な影響と経済の先行きを懸念する報
告が全体で目立っており、震災復興支援策と並
行した強力な景気浮揚策が早急に望まれる。　

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　当
業
界
の
現
況
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
の
原
発

事
故
に
よ
り
、多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　福
島
県
内
の
畜
産
農
家
が
利
用
し
て
い
た
稲
わ
ら
か
ら
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
、そ
の
後
の
全
国
的
な
調
査
の

結
果
、汚
染
さ
れ
た
稲
わ
ら
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が

あ
る
牛
が
全
国
で
３
千
頭
ほ
ど
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
発
覚

し
ま
し
た（
７
月
末
現
在
）。ま
た
山
梨
県
内
で
も
、こ
れ
ら
の

牛
肉
が
流
出
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
、売
上
は
例
年
の
３
分
の
１
程
度

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、お
中
元
シ
ー
ズ
ン
に
あ
た

る
こ
の
時
期
で
の
事
故
発
覚
だ
っ
た
た
め
、牛
肉
の
贈
り
物

や
ハ
ム
、ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
加
工
品
の
贈
り
物
に
つ
い
て
も
、

売
上
は
例
年
の
10
分
の
１
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。数
年
前

の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
か
ら
徐
々
に
で
す
が
、売
上
も
回
復
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
が
、今
回
の
事
故
か
ら
再
び
減
少
傾
向
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
の
展
開
は
？

　現
在
の
状
況
と
し
て
は
、放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

た
稲
わ
ら
を
食
べ
た
恐
れ
の
あ
る
牛
は
、各
県
に
お
い
て
出

荷
制
限
等
の
措
置
が
と
ら
れ
、県
内
に
お
い
て
も
稲
わ
ら
の

検
査
等
も
行
い
、安
全
性
に
は
最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て
牛

肉
を
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、10
桁
の
個
体
識
別
番
号
に
よ

り
、徐
々
に
汚
染
さ
れ
た
牛
肉
の
流
通
経
路
が
分
か
っ
て
き

て
お
り
、被
害
拡
大
を
防
ぐ
努
力
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、今
後
は
「
安
全
」
と
い
う
観

点
に
よ
り
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。放
射

性
セ
シ
ウ
ム
や
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
等
に
対
し
、国
等
の
支
援
を
求

め
な
が
ら
、検
査
済
を
証
明
し
た
「
証
明
書
」
等
を
発
行
し
、

消
費
者
の
方
々
に
よ
り
安
心
し
て
食
肉
を
食
べ
て
頂
け
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、今
回
の
問
題
に
対
し
て
も
、取
引
業
者
等
か
ら
既
に

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
検
査
済
証
明
書
等
の
発
行
を
求
め
ら
れ

て
い
る
状
況
も
あ
る
た
め
、こ
れ
ら
に
係
る
費
用
、ま
た
、売

上
減
少
等
へ
の
損
害
の
補
償
も
求
め
て
い
き
た
い
と
も
考
え

て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　情
報
連
絡
員
に
は
、景
気
動

向
の
変
化
、現
状
と
そ
の
背
景

な
ど
に
つ
い
て
、業
界
ま
た
は

組
合
員
全
体
の
動
向
・
予
測

（
売
上
高
・
原
燃
料
等
経
費
・
資

金
繰
り
な
ど
）に
つ
い
て
コ
メ

ン
ト
を
求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／

大
手
ス
ー
パ
ー
、専
門
店
向

け
の
中
元
商
戦
が
特
に
低

調
。輸
出
も
ほ
と
ん
ど
な
く

売
上
は
、前
年
同
月
比
88
%

と
大
幅
な
落
ち
込
み
と
な
っ

た
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
不
安

定
な
天
候
が
続
き
、原
料
と

な
る
葡
萄
の
病
気
の
発
生
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
影
響
に

よ
る
良
否
が
気
に
な
る
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
天

候
不
順
に
よ
り
急
激
に
悪

化
。円
高
の
影
響
で
資
金
繰

り
が
更
に
厳
し
い
状
況
に
な

る
と
予
測
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
７
月

は
売
上
減
少
。今
後
は
、住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
終
了
や
住

宅
ロ
ー
ン
金
利
の
問
題
で
や

や
住
宅
の
需
要
は
落
ち
る

予
測
。

●
窯
業
・
土
石（
生
コ
ン
）／
先

月
同
様
、需
要
動
向
に
変
化

は
な
く
甲
府
駅
周
辺
の
大

型
物
件
及
び
リ
ニ
ア
工
事
に

支
え
ら
れ
て
い
る
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
受
注
状
況
は

良
く
な
い
。節
電
、円
高
等

で
先
行
き
も
不
透
明
。

●
一
般
機
器
／
長
期
的
な
円

高
傾
向
で
相
変
わ
ら
ず
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

事
業
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
も
生
じ
て
く

る
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
物
量
が

依
然
減
少
傾
向
で
、単
価
上

昇
に
よ
り
増
収
増
益
に
は

繋
が
っ
て
い
な
い
。今
後
、仕

入
競
争
の
激
化
や
急
激
な

円
高
に
よ
る
影
響
な
ど
が

懸
念
さ
れ
る
。

●
小
売（
食
肉
）／
O－

１
１

１
事
件
、放
射
能
に
汚
染
さ

れ
た
牛
肉
の
流
通
問
題
な

ど
が
連
続
し
客
足
は
遠
の

き
非
常
に
厳
し
状
況
が
続

い
て
い
る
。

●
小
売（
水
産
物
）／
中
小
零

細
小
売
業
の
衰
退
が
加
速

的
に
進
行
し
て
い
る
。組
合

の
後
継
者
率
は
13
%
と
、水

産
小
売
業
の
将
来
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

●
宿
泊
業
／
後
半
は
、三
連
休

や
夏
休
み
に
よ
り
満
室
の
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
。震
災
後

の
最
悪
期
は
脱
し
た
よ
う
だ

が
、震
災
前
と
同
じ
水
準
に

戻
る
に
は
、ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
る
。

●
美
容
業
／
夏
に
向
か
っ
て

少
し
ず
つ
来
客
数
が
増
え
て

き
て
い
る
が
、高
単
価
の
パ

ー
マ
や
複
合
施
術
は
敬
遠
さ

れ
て
る
た
め
客
単
価
が
伸
び

な
い
。

●
小
売（
石
油
）／
猛
暑
に
よ

る
ク
ー
ラ
ー
需
要
が
増
加
し

た
た
め
、ガ
ソ
リ
ン
を
は
じ

め
灯
油
、軽
油
、Ａ
重
油
を

県
内
Ｓ
Ｓ
で
は
２
〜
３
円

程
度
の
値
上
げ
を
行
な
い
、

１
Ｌ
あ
た
り
販
売
価
格
が

1
5
0
円
前
後
と
な
っ
た
。

●
商
店
街
／
暴
力
団
抗
争
が

続
き
、昼
で
も
来
街
数
は
少

な
い
。夜
は
警
戒
態
勢
が
厳

し
く
客
足
が
遠
の
い
て
お

り
、廃
業
を
考
え
る
店
も
あ

る
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
震
災
以

降
コ
ン
パ
ネ
等
の
材
料
の
値

段
が
高
騰
し
て
い
る
が
、工

事
単
価
は
上
げ
ら
れ
ず
、仕

事
は
あ
る
も
の
の
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
い
て
い
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
需
要
減

少
の
長
期
化
の
中
で
県
内

公
共
工
事
の
低
価
格
に
よ

り
専
門
工
事
業
者
の
加
工

費
単
価
は
、も
は
や
個
々
の

企
業
努
力
で
は
収
拾
困
難

な
受
注
環
境
に
あ
り
、見
積

り
時
点
か
ら
赤
字
必
至
の

状
況
に
あ
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
共

同
受
注
工
事
事
業
の
公
道

修
理
工
事
が
増
加
し
、共
同

購
買
事
業
で
も
材
料
販
売

売
上
高
が
増
加
し
て
い
る
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
売
上

は
僅
か
だ
が
増
加
し
た
。中

心
市
街
地
に
お
け
る
暴
力

団
の
抗
争
に
よ
り
客
離
れ
が

お
き
て
い
る
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
仕
事
が
少

な
く
、燃
料
代
は
高
騰
し
た

ま
ま
、運
賃
が
安
い
。廃
業

す
る
会
社
も
で
て
い
る
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
車
両

の
稼
働
率
は
そ
こ
そ
こ
あ
る

が
、仕
事
内
容
や
車
両
形
状

に
見
合
っ
た
適
正
運
賃
が
収

受
で
き
て
い
な
い
た
め
、売

上
高
、収
益
状
況
が
悪
化
し

て
い
る
。

　

 

社
団
法
人
日
本
食
肉
協
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事
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　山
梨
県
農
業
機
械
商

業
協
同
組
合（
岩
間
英
雄

理
事
長
）は
、６
月
29
日

に
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

農
業
機
械
整
備
施
設
認

定
申
請
窓
口
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　臨
時
総
会
で
は
、山
梨

県
が
平
成
23
年
５
月
25

日
付
け
で
施
行
し
た

「
山
梨
県
農
業
機
械
整

備
施
設
認
定
実
施
要

領
」
に
つ
い
て
山
梨
県
農

政
部
農
業
技
術
課
の
担

当
者
よ
り
説
明
が
あ
り
、認
定
申
請
書
は
組
合
経
由
で
県
に
提
出

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、今
年
度
の
事
業
計
画
・
収

支
予
算
の
変
更
を
審
議
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　岩
間
理
事
長
は
、「
整
備
施
設
の
認
定
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、施
設
・
技
術
力
の
向
上
を
図
り
、農
家
の
農
作
業
安
全
と

経
営
の
安
定
化
を
図
り
た
い
。ま
た
、こ
れ
を
契
機
に
非
組
合
員
へ

の
組
合
加
入
も
勧
め
た
い
」
と
話
し
た
。

　近
年
の
高
性
能
・
複
雑
化
し
た
農
業
機
械
の
普
及
や
中
古
農
業

機
械
へ
の
需
要
の
増
加
を
踏
ま
え
、農
作
業
の
安
全
と
農
業
機
械

の
効
率
利
用
を
進
め
る
た
め
、整
備
工
場
の
充
実
と
整
備
技
術
の

向
上
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　農
業
機
械
整
備
施
設
設
置
基
準
は
、農
林
水
産
省
が
整
備
工
場

の
充
実
の
た
め
に
基
準
と
し
て
定
め
て
お
り
、①
小
型
機
械
の
整

備
を
主
に
行
う
小
型
施
設
、②
中
型
機
械
の
整
備
を
主
に
行
う
中

型
施
設
、③
大
型
機
械
の
整
備
を
主
に
行
う
大
型
施
設
の
３
種
類

に
整
備
工
場
を
分
類
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
施
設
基
準（
従
業

員
・
屋
内
作
業
場
・
車
両
置

場
・
機
械
設
備
・
移
動
整
備

車
）と
、管
理
基
準（
整
備
関

係
事
務
事
項
・
整
備
技
術
事

項
・
施
設
及
び
労
務
管
理
事

項
）と
な
っ
て
い
る
。

　農
業
機
械
の
整
備
工
場

は
、こ
の
基
準
に
基
づ
き
、

山
梨
県
の
認
定
を
受
け
、認

定
を
受
け
た
整
備
工
場
は
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
る
。

第
64
回
全
国
建
築
板
金
業
者

　
　
　
　山
梨
大
会
に
向
け
て

山梨県板金工業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
美
し
い
県
土
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　の
お
手
伝
い

山梨県造園建設業協同組合・社団法人 山梨県造園建設業協会T O P I C S ・・・・・・

農
業
機
械
整
備
施
設

　
　
　認
定
申
請
窓
口
を
設
置

山梨県農業機械商業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

今年の青森大会で横断幕を掲げる県板組合員

農業機械

学校の「校庭芝生化」を推進しています。

山梨大会のポスター

昨年度の「緑の感謝祭」

　山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同

組
合（
小
林
稔
蔵
理
事
長
）は
、

昭
和
61
年
に
造
園
建
設
業
界

の
地
位
向
上
及
び
共
同
受
注

に
よ
る
経
済
活
動
の
合
理
化

等
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、併

設
す
る
㈳
山
梨
県
造
園
建
設

業
協
会（
斉
藤
陽
一
会
長
）と

と
も
に
業
界
の
地
位
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　近
年
の
造
園
建
設
業
界
は

公
共
事
業
の
減
少
等
に
よ
り

経
済
的
に
は
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、多
く
の
環
境
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
中
、緑

化
活
動
な
ど
の
「
環
境
事
業
」
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
な
ど

の
追
い
風
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、当
組
合
で
は
協
会
と
連
携
し「
校
庭
芝
生
化
」

「
緑
の
感
謝
祭
」な
ど
の
緑
化
活
動
を
推
進
し
、山
梨
県
が
掲
げ
る

「
美
し
い
県
土
づ
く
り
」の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　「校
庭
芝
生
化
」は
、幼
稚
園
、保
育
園
及
び
小
中
学
校
の
校
庭

を
芝
生
化
す
る
活
動
で
す
。こ
れ
は
造
園
業
者
な
ら
で
は
の
知
識

を
活
か
し
た
も
の
で
土
壌
構
造
、利
用
内
容
、利
用
者
数
な
ど
を

考
慮
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
で
実
施
し
て
い
る
た
め
利
用
者
か
ら

も
好
評
で
す
。昨
年
度
は
日
本
造
園
建
設
業
協
会
関
東
甲
信
総
支

部
の
補
助
金
に
て
実
施
し
、無
償
で
県
内
9
カ
所
の
芝
生
化
を
行

い
ま
し
た
。

　「緑
の
感
謝
祭
」に
つ
い
て
は
、樹
木
、花
、園
芸
資
材
、農
産
物

等
の
販
売
及
び
乗
馬
体
験
や
工
作
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、緑
化
意
識
の
向
上
を
推
進
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。本

年
度
も
10
月
22
・
23
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、二
期
目
と
な
る
山
梨

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
と
し
て
緑
環
境
教
育
の
拡
充

を
図
り
な
が
ら
緑
化
推
進
に
貢

献
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
後
も
、行
政
と
連
携
し
て

緑
化
事
業
を
推
進
し
て
い
く
中

で
、造
園
工
事
の
重
要
性
の
周

知
や
自
ら
の
技
術
力
の
さ
ら
な

る
向
上
に
取
り
組
み「
美
し
い
県

土
作
り
」の
お
手
伝
い
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　山
梨
県
板
金
工
業
組
合

（
宮
川
理
事
長
）で
は
、平
成

24
年
５
月
17
日
ア
イ
メ
ッ
セ

山
梨
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

第
64
回
全
国
建
築
板
金
業

者
山
梨
大
会
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　こ
の
大
会
は
毎
年
、各
都

道
府
県
が
輪
番
で
担
当
し

て
お
り
、来
年
は
山
梨
県
が

開
催
県
と
な
る
。当
組
合
は

屋
根
・
外
壁
・
雨
樋
な
ど
の

建
築
板
金
業
者
が
組
合
員

と
な
っ
て
お
り
、当
日
は
全

国
の
建
築
板
金
業
者
３,
５

０
０
名
が
一
同
に
会
し
、県

内
外
の
板
金
業
者
と
の
親

睦
を
深
め
情
報
交
換
を
図

る
と
と
も
に
、業
界
の
維
持

発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、団
結
を
誓
い
合
う
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

　ま
た
、会
場
内
に
は
業
界
関
連
メ
ー
カ
ー
等
の
建
築
資
材
や
工

具
な
ど
の
展
示
会
も
開
催
し
、大
会
参
加
者
の
み
な
ら
ず
一
般
の

方
に
も
建
築
板
金
の
素
材
・
成
型
材
・
工
具
・
機
械
・
工
法
等
に
直

に
触
れ
る
機
会
を
設
け
、業
界
の
内
容
を
広
く
一
般
の
方
に
理
解

し
て
も
ら
い
業
界
の
知
名
度
向
上
に
資
す
る
好
機
と
考
え
て
い
る
。

　当
組
合
で
は
、大
会
開
催
に
向
け
て
平
成
20
年
か
ら
大
会
の
運

営
、渉
外
、編
集
な
ど
の
役
割
ご
と
に
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、宮

川
理
事
長
を
は
じ
め
役
員
が
総
出
で
委
員
を
務
め
、大
会
を
成
功

裡
に
終
了
さ
せ
る
べ
く
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。す
で
に
大

会
ポ
ス
タ
ー
も
完
成
し
、関
係
機
関
等
に
も
配
布
が
さ
れ
、大
会

に
向
け
徐
々
に
組
合
員
の
意
識
も
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　大
会
当
日
は
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
横
の
駐
車
場
を
利
用
し
、屋
台

や
地
場
産
品
を
取

り
扱
う
出
店
も
計

画
し
て
お
り
、業
界

関
係
者
の
み
な
ら

ず
一
般
の
方
に
も
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
も
ら

い
、山
梨
大
会
が
大

い
に
盛
り
上
が
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

山梨県　　第　　　　号

農業機械○型整備施設

 この施設は農林水産省制定の農業機械整備施設設置
基準に適合するものである。

山　梨　県

農業機械整備施設の標識
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中
央
会
●
会
員
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合
活
動
紹
介
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　北
杜
市
の
高
根
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
企
業
組

合（
清
水
昭
博
理
事
長
）

は
首
都
圏
の
住
民
な
ど

を
対
象
に
貸
し
農
園
事

業
を
行
っ
て
い
る
が
、あ

わ
せ
て
東
京
・
神
奈
川
の

小
中
学
校
の
体
験
学
習

を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

事
業
の
拡
大
も
図
っ
て

い
る
。

　組
合
で
行
っ
て
い
る

体
験
学
習
に
は
、「
食
の

体
験
」
と
し
て
ほ
う
と

う
づ
く
り
・
そ
ば
打
ち
・
餅
つ
き
等
、「
農
業
体
験
」
と
し
て
田
植

え
・
稲
刈
り
・
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
等
、「
工
芸
体
験
」
と
し
て
竹
細

工
・
わ
ら
細
工
・
紙
漉
き
な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　平
成
22
年
度
の
利
用
者
数
は
1
1
4
校
、9,
0
3
0
人
に
及

び
、観
光
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
春

－

秋
だ
け
で
な
く
、冬
を
含
め
た
１

年
を
通
し
た
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、多
い
と
き
に
は
、１
日
に
4
0
0
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と

も
あ
り
、そ
の
場
合
に
は
組
合
員
を
中
心
に
40
名
近
い
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
受
け
入
れ
作
業
に
従
事
す
る
。組
合
に
は
地
域
連
絡

員
７
名
が
設
置
さ
れ
、多
く
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
必
要
と
す

る
場
合
は
、連
絡
員
が
担
当
組
合
員
に
連
絡
し
必
要
人
員
を
確
保

す
る
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　矢
嶋
専
務
理
事
は
「
食
だ
け
で
な
く
工
芸
や
農
作
業
な
ど
た
く

さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
を

揃
え
様
々
な
体
験

を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
る
。

体
験
学
習
に
来
て
く

れ
た
生
徒
や
先
生
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
ス
タ
ッ
フ
み
ん

な
で
気
を
配
っ
て
お

り
、リ
ピ
ー
タ
ー
と

な
っ
て
く
れ
る
学
校

や
先
生
も
多
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

た
い
。」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

『
優
し
く
仲
間
を

      

思
い
や
る
心
を
軸
と
し
て
』

 

〜
鉄
構
・
溶
接
業
界
を
一
本
化
し
、新
た
な
一
歩
〜

社団法人 山梨県鉄構溶接協会T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
子
ど
も
1
1
0
番
の
お
店
」

　
　
　周
知
啓
蒙
活
動
を
実
施

山梨県自動車整備商工組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

体
験
学
習
の
受
け
入
れ
で

　
　
　
　
　組
合
事
業
を
拡
大

高根クラインガルテン企業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

溶接技術競技大会

業界の拠点『山梨県鉄構会館』（甲府市大津町）

稲刈りの収穫体験の風景

　山
梨
県
自
動
車
整
備

商
工
組
合（
荻
原
公
明

理
事
長
）で
は
㈿
山
梨

県
自
動
車
整
備
振
興
会

と
共
催
で
、７
月
22
日

（
金
）富
士
河
口
湖
町
立

船
津
小
学
校
の
校
内
及

び
周
辺
で
、安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

す
る
事
業
活
動
の
一
環

と
し
て
、「
子
ど
も
１

１
０
番
の
お
店
」
周
知

啓
蒙
活
動
を
実
施
し
た
。

　当
日
は
、マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
て
ん
け
ん
く
ん
」と「
せ
い
び
ち
ゃ
ん
」に
よ
る「
子
ど
も
１
１
０

番
の
お
店
」の
説
明
や
周
知
用
校
内
ポ
ス
タ
ー・
チ
ラ
シ
入
り
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。ま
た
近
隣
に
は
、子
供
た
ち
の

緊
急
避
難
所
と
し
て
地
元
整
備
工
場
名
入
り
の
チ
ラ
シ
が
配
布

さ
れ
た
。

　現
在
組
合
傘
下
の
８
６
０
の
自
動
車
整
備
工
場
で
は
、犯
罪
や

不
審
者
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
等
か
ら
、子
供
た
ち
を
守
る
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
お
店
」
を
常
時
開
設

し
て
お
り
、日
頃
か
ら
安
全
へ
の
配
慮
を
心
が
け
、安
全
な
地
域
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　学
校
訪
問
も
支
部
単
位
で
定
期
的
に
実
施
し
、地
域
社
会
へ
の

貢
献
事
業
の
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
お
店
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
自
動
車
整
備
工
場
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、

点
検
整
備
推
進
に
も
成
果
が
出
て
い
る
。

　社
団
法
人
山
梨
県
鉄
構
溶
接

協
会（
中
出
英
三
会
長
）は
、平

成
20
年
に
社
団
法
人
日
本
溶
接

協
会
山
梨
県
支
部
を
統
合
し
、

平
成
22
年
の
協
同
組
合
山
梨
県

鉄
構
工
業
会
の
解
散
を
受
け
、

念
願
で
あ
っ
た
鉄
構
・
溶
接
業

界
の
団
体
一
本
化
を
実
現
し
た
。

　そ
れ
ぞ
れ
歴
史
も
あ
り
、会

員
の
結
束
も
固
く
、独
立
し
た

事
業
運
営
を
行
っ
て
き
た
3
団

体
の
再
編
に
つ
い
て
は
、非
常

に
大
き
な
決
断
で
は
あ
っ
た
が
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
や
会
員
企
業
の
廃
業
な
ど
将
来
を
い
ち
早

く
見
据
え
、業
界
全
体
の
団
結
力
と
綿
密
な
計
画
の
も
と
ス
ム
ー

ズ
に
実
施
さ
れ
た
。業
界
が
一
致
団
結
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
転
機
と
な
る
大
事
業
で
あ
っ
た
。

　協
会
は
、性
能
評
価
制
度
の
推
進
、溶
接
技
能
者
評
価
試
験
・
溶

接
技
術
競
技
大
会
の
開
催
、品
質
の
検
査
、技
能
講
習
の
実
施
、情

報
収
集
と
情
報
提
供
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
、性
能
評
価
認

定
に
お
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
認
定
工
場
と
し
て
26
社
が
認
定

を
受
け
て
い
る
。ま
た
、去
る
6
月
に
は
、溶
接
技
術
競
技
大
会
と

高
等
学
校
溶
接
競
技
会
を
開
催
し
、一
般
の
部
で
は
全
国
大
会
、

高
校
の
部
で
は
関
東
大
会
へ
の
代
表
を
選
出
し
た
。

　今
年
1
月
に
は
全
国
で
の
不
況
突
破
大
会
に
て
、需
要
の
激
減

と
受
注
価
格
の
低
迷
の
打
開
の
た
め
に
、下
請
取
引
の
改
善
、赤

字
・
安
値
受
注
の
排
除
な
ど
を
決
議
し
た
が
、円
高
や
景
気
低
迷

に
よ
る
消
費
の
落
ち
込
み
、海
外
移
転
の
拍
車
に
よ
る
国
内
空
洞

化
、建
設
業
界
に
お
い
て
は
公
共
工
事
の
大
幅
な
削
減
、民
間
投

資
の
減
退
な
ど
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、会
員
企
業
は
非
常
に

厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い

る
。　協

会
は
今
後
も
、組
織
の

さ
ら
な
る
強
化
、活
性
化
を

図
り
、信
頼
性
の
高
い
安
心
・

安
全
な
鋼
構
造
物
を
社
会
に

供
給
す
る
た
め
、「
優
し
く
仲

間
を
思
い
や
る
心
」を
軸
と

し
て
業
界
一
致
団
結
し
て
こ

の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ほうとうづくりを教える組合員
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■先生の研究分野を教えてください。
　学内の医工連携の機運を受け、総合分析実験センタ
ーで、医用生体工学の分野で医学部の先生との共同研
究を行っています。医用工学の分野においては、医師の
聴診を信号処理で補助する聴診システムの開発をはじ
め、聴取補助システム（補聴器関係）の開発や脳に直接
電流刺激を与えることで補聴する聴覚ＢＭＩなどを研究
しています。また、生体工学の分野では、人の身体の機
能を信号処理システムで置き換えることも研究していま
す。人の身体の仕組みは非常に優れており、大脳聴覚野
の行う音声処理や人の聴覚特性を応用した音響評価な
ど工学への応用の可能性があります。
　主なテーマである音響診断は、異常時に発せられる音
と正常時の音を比較し、その音の変化や異音などを聞き
分けることにより検査を行うものです。八百屋さんがスイ
カをたたいた音で良し悪しを判断するのも一例で、工業
分野の打音検査や医療分野の聴診など音響診断は多く
の領域で熟練した専門家に委ねられています。
　熟練した専門家の診断は非常に優れた技術ですが、
熟練者の不足をはじめ、判断に個人差が生じることや疲
れによるエラーの発生リスクなど課題があります。人の
行う音響診断をシステム化するメリットとしては、技術の
蓄積と平準化ができること、客観的判断が可能であるこ
と、人に比べ低コストであり疲れ知らずであることがあ

げられます。さらに、多くの点の同時計測、長時間計測、
高速信号処理ができ、データベース化できるのもメリット
です。

■具体的な研究内容を教えてください。
　現在行っている研究は、医師の聴診をシステム化した
病変のスクリーニング装置のシステム研究です。人の体
から発せられる生体音には肺、心臓、腸、血流、呼吸な
ど様々あり、その音をセンサで採音し、処理・解析して、
初期診断をするというものです。特に生体音の中でもシ
ャント音に注目して研究しています。
　腎不全患者の人工透析は体内の血液を体外に採りだ
しろ過した後に再び戻す処置で、そのための血流量を確
保するために動脈と静脈をつなぐ「シャント」という接合
部をつくります。その部分から発せられる血流音がシャ
ント音です。シャント周辺の血管は狭窄（狭くなること）
を起こすことがあり、悪化すると閉塞を引き起こし、機
能停止に至ってしまいます。そのため、回復手術が可能
な早期の発見が望まれます。現在、狭窄のスクリーニン
グはシャント音の音色の変化を聴診することで、経験的
に行われています。そこで、シャント音による狭窄診断装
置の開発を行い、医師の診断補助の役割を担うものを
目指しています。
　音響診断においては、多くのサンプルデータを与える
ことで、特徴を自己で学習し、判断する信号処理法が用
いられています。シャント音の特徴は複数あり、また、明
確にあらわれるものばかりではなく個人差があります。
あらかじめ調べられた正常音と異常音との類似度を示す

ことによって、異常の度合を連続的に示し、かつ個人差
を考慮することができるシステムを開発しています。

■今後の研究の展開と将来性について
　今後の展開としては、まずはシャント音の音響診断シ
ステムと機器装置を確立させたいと考えます。課題とし
ては、環境音の遮断や病変部の音を逃さないこと、違和
感のない人体とのインターフェースの開発などセンサの
改良があげられます。また、個人差への対応ではさらに
多くの患者の試験・サンプル採取が必要であり、誤診の
要因の排除は命題です。そのため、患者自身でも容易に
使用できるプロトタイプのシステム装置の早期実現が望
まれており、センサ・解析部・表示部までを統合したシス
テムの開発について民間企業との共同研究ができれば
と思います。
　現在、様々な病変に対して、熟練者がその場にいなく
ても初期診断が可能なスクリーニングシステムの構築が
望まれています。本装置は様々な生体音・生体信号を評
価するシステムに応用可能であり、多くの病変に対する
早期発見の要望に答えられる可能性を秘めています。
　工業分野でもエンジン音の評価や打音による非破壊
検査など、音響診断の多くは熟練者に委ねられていま
す。この音響診断の信号処理プロセスの自動化は一つの
モデルとして医療分野を超えて工業分野など広く応用で
きると考えます。
　これからは学内の研究の融合を更に進めるとともに、
市場ニーズに基づいた研究にも取り組みたいと思いま
す。

　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生と研究を紹介する
ために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を
書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

●鈴木先生の研究などについてのご相談がありましたら、山梨大学　産学官連携・研究推進機構
　（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

ただいま、研究中!

山梨大学　研究室訪問

●山梨大学総合分析実験センター

　助教　鈴木 　裕 博士

第32回

病変のスクリーニング装置（イメージ）

　８
月
17
日（
水
）

山
梨
県
食
品
産
業

協
議
会
及
び
山
梨

県
食
料
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
協
議
会（
長

澤
利
久
会
長
）は
中

央
会
「
研
修
室
」

に
お
い
て
平
成
23

年
度
通
常
総
会
及

び
同
協
議
会
の
主

催
に
よ
る
「
６
次
産
業
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　山
梨
県
食
品
産
業
協
議
会
は
、「
地
域
農
水
産
物
の
利

用
の
高
度
化
を
図
る
と
と
も
に
、本
県
食
品
産
業
の
振
興

を
積
極
的
に
推
進
し
、も
っ
て
一
般
消
費
者
の
食
生
活
の

安
定
向
上
と
本
県
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
昭
和
63
年
に
設
立
さ
れ
た
。ま
た
、山
梨
県

食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
は
、「
地
域
の
食
材
、人

材
、技
術
等
の
資
源
を
有
効
に
結
び
つ
け
地
域
に
密
着
し

た
食
品
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、食
品
産
業
・
農
業
・
関

連
産
業
が
連
携
し
、加
工
適
正
に
優
れ
た
品
種
や
新
た
な

加
工
技
術
の
開
発
・
導
入
、地
域
食
材
を
活
用
し
た
新
商

品
の
開
発
等
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
平
成
18
年
に
設
立
さ
れ
た
。両
協
議
会
の
会
員
は
、同

一
で
あ
り
、正
会
員
が
12
団
体
・
企
業
、賛
助
会
員（
準
会

員
）が
７
団
体
で
あ
る
。

　本
総
会
で
は
、平
成
22
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算

の
承
認
、平
成
23
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
決
定
、

会
費
の
額
及
び
徴
収
方
法
が
原
案
の
と
お
り
可
決
決
定

さ
れ
た
。

　今
年
度
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
農
山
漁
村
６
次
化
対
策
事
業
等
へ

取
り
組
む
①
新
商
品
開
発
・
販
路
開
拓
支
援
事
業
②
６
次
産
業
化
人
材

育
成
研
修
会
の
開
催
③
加
工
食
品
関
係
フ
ェ
ア
へ
の
会
員
企
業
の
出
展

支
援
・
助
成
、各
種
情
報
・
資
料
の
提
供
を
行
う
。

　ま
た
、役
員
の
補
充
が
行
わ
れ
、理
事
に
斉
藤
浩
氏（
山
梨
県
ワ
イ
ン

酒
造
組
合
理
事
長
）、監
事
に
三
森
斉
氏（
有
限
会
社
ぶ
ど
う
ば
た
け
代

表
取
締
役
）が
決
定
し
た
。

　続
い
て
、総
会
後
に
開
催

さ
れ
た
６
次
産
業
化
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、講
師
Ｋ
Ｃ
Ｇ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
農
業

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
山
﨑

隆
由
先
生
が
「
食
農
産
業

に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
」
と
題
し
て
講
演
、

６
次
産
業
化
の
取
組
み
、独

自
の
商
品
開
発
〜
物
語
作

り
〜
ブ
ラ
ン
ド
化
〜
販
路

拡
大
〜
循
環
型
地
域
活
性

化
と
ス
ト
ー
リ
ー
化
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
力
説
さ

れ
、参
加
者
は
熱
心
に
聴
講

し
た
。

音響信号による聴診システムの開発
 ～様々な音から健康状態を知る～

平成23年度 通常総会・セミナー開催

総会後には6次産業セミナーが開催された

挨拶する長澤会長

▶山梨県食品産業協議会・山梨県食料産業クラスター協議会
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今後の中央会の主な
実施予定事業のご紹介
今後の中央会の主な
実施予定事業のご紹介

山梨労働局からのお知らせ山梨労働局からのお知らせ

※審査結果によっては、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめ御了承ください。

山梨県中小企業団体中央会が推進する

安い掛金で 大きな安心

自動車共済自動車共済
24時間事故受付で、緊急連絡にそなえて万全の

事故処理体制をとっています。万一の事故のと

きは、顧問弁護士や専門職員が示談交渉にあた

り、解決するまで協力します。

関東自動車共済協同組合
山梨県支部

〒400-0035　甲府市飯田 4-4-2　自動車共済ビル
TEL 055-237-8331 ㈹

1 第15回郡内地域組合交流会
　⑴開催日時　平成23年10月12日㈬　14：00～16：30
　⑵開催場所　富士吉田市「ハイランドリゾートホテル」

2 第42回県下中小企業団体親睦ゴルフコンペ
　⑴開催日時　平成23年11月6日㈰
　⑵開催場所　笛吹市八代町「ウッドストックカントリークラブ」

3 第63回中小企業団体全国大会への参加
　⑴開催日時　平成23年11月17日㈭　14：00～16：30
　⑵開催場所　名古屋国際会議場「センチュリーホール」
　⑶日　　程　日帰りと1泊2日の2コース

4 第15回中小企業団体新春交流会
　⑴開催日時　平成24年1月12日㈭16：00～18：00
　⑵開催場所　中巨摩郡昭和町「アピオ甲府」

5 第17回中小企業組合まつり
　⑴開催日時　平成24年3月4日㈰　9：00～16：00
　⑵開催場所　甲府市「アイメッセ山梨」

内容は……法律や助成金等の改正、労務管理情報、雇用情勢など
対象者は…企業経営者、人事・労務担当者など
配信は……月に1～2回
登録は……次の厚生労働省又は山梨労働局のホームページのバナーから
　　　　　《登録・配信は無料です》

メルマガ「厚生労働省人事労務マガジン」をご利用ください。

●厚生労働省ホームページ　http://www.mhlw.go.jp/
●山梨労働局ホームページ　http://yamanashi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

平成23年度

●詳細は随時別途ご案内します。皆様のご参加をお願いします。

  開 催 日 平成23年11月9日（水）～10日（木）
 の2日間
 （両日とも9:30～17:00予定）
  会　　場 かいてらす（山梨県地場産業センター）
 甲府市東光寺3-13-25
 TEL.055-237-1641
  募集人員 40名
 （申込書の受付順とし、定員になり次 
 第締め切ります。）
  受 講 料 受講料・テキスト料は「無料」です。
  講習内容（予定）
 ⑴障害者の雇用の現状と課題
 ⑵行政における障害者対策　
 ⑶職場定着までの支援のあり方
 ⑷障害者雇用事業所の実践報告

 ⑸労務管理のポイント
 ⑹障害者支援機関施設見学
 ⑺障害者の雇用管理（精神障害者）
 ⑻DVD上映
  申込期限 平成23年10月24日（月）
  修 了 者 2日間のカリキュラムを全て終了した 
 方には修了証書を交付します。
  申込先・問合せ先
　独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構
　山梨高齢・障害者雇用支援センター
　（山梨障害者職業センター雇用支援課）
　　　〒400-0031
　　　甲府市丸の内2-7-23（鈴与甲府ビル1階）
　　　TEL.055-236-3163
　　　FAX.055-236-3161

平成23年度 障害者職業生活相談員平成23年度 障害者職業生活相談員 受講者
募集!▶資格認定講習会のご案内
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編
集
後
記

　昨年は残暑が長引き、秋を感じることなく、冬
になった気がしました。
　９月のこの時期、食欲の秋、読書の秋、スポー
ツの秋といろんな秋の楽しみ方がありますが、今
年は果たして、秋を満喫することができるのでし
ょうか？

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216
E-mail 
webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

　山梨県中小企業団体中央
会特産品市場開発チームで
は8月2日㈫から3日㈬の2
日間、東京都江東区有明の
「東京ビッグサイト（東京国
際展示場）」で開催された第
6回「アグリフードEXPO東
京2011」に出展参加した。
　この「アグリフードEXPO」
では、主に魅力ある農産物づ
くりに取り組んでいる農業
経営者や、地元産品を活用し
多様なこだわり食品を製造
する食品メーカーなどが出
展。来場するバイヤーとの商談の場として開催され、今回で6回目を迎えた。
　本会では、傘下の食品関連の組合や特産品出展者協議会会員に、県産品のPRや広域的な販路
拡大の機会の提供を目的として参加を呼びかけ、出展者を募集した。その結果、オオタ総合食品
㈱、東屋ミートセンター、長谷川醸造㈱、山梨農産㈱、㈲横内製麺、南アルプスファームフィールド
トリップ、野草のさと・大月加工センター、㈱ルミエール、モンデ酒造㈱、フジッコワイナリー㈱、盛
田甲州ワイナリー㈱など地域資源を活用し新商品開発に積極的な11企業が出展した。
　展示会全体の出展者数は564事業所（511小間）と昨年度の549事業所を上回った。入場者数は
2日間で12,327名と昨年度の13,030名より若干下回ったものの、2日間の商談引き合い件数は
6,985件と昨年度4,583件を大幅に上回った。
　その中で、本会の出展業者もバイヤーと積極的な引き合い活動を展開し、1社平均2件から8件
の商談を得ており、現在、成約を目指して交渉が進行中で、予想以上の結果を出すことが出来た。
その他にもサンプル、資料の送付依頼や数多くの来場者との名刺交換が行われた。今後の営業活
動にも大きく貢献するものと推測される（引き合いの内容については、現在集計中。最終結果は9月
中旬に報告の予定）。
　出展した企業の中には、この商談会に新商品をデビューさせたところも何社かあり、この展示会
にかける意気込みを感じた。
　一方、バイヤーの足を止めるため積極的な試飲・試食が繰り広げられた。信玄豚を使用して作ら
れた生ハム・生ベーコンの試食、季節の食材を取り入れたソーセージの試食、桃、スモモ、キーウイ
等を材料にしたフルーツドレッシングの紹介、ジャムで作ったジュースの試飲、ウコンの試飲、地粉
を使用した山梨の代表的な麺である「ほうとう」の試食は常に賑わっていた。

　また、ワインのブースは食品と
は違って落ち着いた雰囲気の中
で試飲が行われた。土産用のお
洒落なデザインのボトルワイン
やデザートワイン、スパークリン
グワインなど各社一押しのワイ
ンが並べられ、「アグリフード
EXPO」にふさわしいどれも魅
力ある商品であった。
　今回この展示会に出展した企
業が1社でも多く商談が成立し、
今後の企業の発展に役立ってほ
しい。

面接会参加企業募集中

〒400-0035　甲府市飯田3丁目3-28
Tel.055-228-8383

㈳山梨県シルバー人材センター連合会

　㈳山梨県シルバー人材センター連合会では山
梨労働局より委託をうけてシニアワークプログラ
ム地域事業を実施し、55歳以上の高齢者の就職・
就業支援をしています。

「ヘルパー２級」「警備業務」合同面接会

＊面接会参加企業を募集しています。詳しくは下記までお問合せ下さい。

●平成23年10月6日（木）　13:30～
　甲府市「ホテルベルクラシック甲府」

日本政策金融公庫　国民生活事業は、中小企業をは
じめとするみなさまのための政府系金融機関です。

甲府支店 国民生活事業
〒400-0031  甲府市丸の内2丁目26番2号
ＴＥＬ055-224-5366（お申込み相談）

中小企業や新しく事業を
始められる方をはじめとする
みなさまの夢の実現、お手伝い。

中小企業のみなさまへ

国の事業ローン

新規開業ローン

国の教育ローン

国の事業ローン
新たに事業を始められる方へ

新規開業ローン
お子さまが入学・在学される方へ

国の教育ローン
お
問
い
合
わ
せ
は

日本公庫 検索

第6回「アグリフードEXPO東京2011」に
出展、活発な商談を展開！
第6回「アグリフードEXPO東京2011」に
出展、活発な商談を展開！

中央会出展者ブース商品の陳列風景

中央会ブースを訪れる来場者


